
マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.35
％
で
１
千
万
ま
で
（
４
月
１
日
現
在
）。
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。
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欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
会
頭

人
事
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
白

井
会
頭
か
ら
、
さ
き
に
行
わ
れ

た
代
表
者
連
絡
会
議
で
同
意
を

　

３
月
26
日
㈮
、
商
工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
第
34
回
通
常
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
16
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
等
９

議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
出
席
87
名
（
う
ち
委
任
状
出

席
29
名
））ま
た
、欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
会
頭
に
、白
鳥
豊 

氏（
白

鳥
製
薬
㈱
取
締
役
社
長
）、
高
橋
賢 

氏
（
三
興
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱ 

代
表
取
締
役
）
が
就
任
し
ま
し
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

　

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
４
月

か
ら
『
楽
し
く
身
に
つ
く
』
新
し
い

形
の
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

全
く
初
め
て
の
方
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
の
方
ま
で
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
、
50
種
類
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
を
用

意
。
１
回
の
受
講
時
間
も
２
時
間
と

コ
ン
パ
ク
ト
。
や
り
た
い
こ
と
だ
け

を
チ
ョ
イ
ス
し
て
参
加
で
き
る
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

得
た
白
鳥
・
高
橋
氏
を
推
薦
し

た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
両
氏
が
新
副
会
頭
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
末
で
退
任
す
る
水

野
厚
専
務
理
事
の
後
任
に
は
、
岡

田
正
隆
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、｢

日
本
商
工

会
議
所
会
頭
感
謝
状
伝
達
式｣

及

び｢

役
員
・
議
員
退
任
懇
談
会｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
感
謝
状

伝
達
式
で
は
、
志
村
征
一 

前
会

頭
（
現 

顧
問
）
に
対
し
て
白
井

会
頭
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
、
永
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ

れ
ま
し
た
。

●
新
執
行
部

　
（
★
印 

今
回
の
総
会
で
就
任
）

会　

頭　
　
　

白
井　

保
彦　

氏

副
会
頭　
　
　

鈴
木
喜
代
秋　

氏

　
　
　
　
　

★
白
鳥　
　

豊　

氏

　
　
　
　
　

★
高
橋　
　

賢　

氏

専
務
理
事　

★
岡
田　

正
隆　

氏

★
専
務
理
事
に
は   

         

岡
田
氏
が
就
任

★
志
村
前
会
頭
に

　
　

感
謝
状
を
伝
達

新
副
会
頭
に

　

 

白
鳥 

豊
（
白
鳥
製
薬
㈱
）

　

 

高
橋 

賢
（
三
興
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
） 

両
氏
が
就
任

　
　

    

〜
第
34
回
通
常
議
員
総
会
（
３
／
26
㈮
開
催
）
で
可
決
〜

　

会
費
を
「
預
金
口
座
振
替
扱
い
」
で
納
入
さ
れ
て
い
る
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
４
月
19
日
㈪
に
貴
事
業
所
指
定
の
口
座
か
ら

振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
出
費
ご
多
端
の
折
と
は
存

じ
ま
す
が
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

★
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

　
　
　
　
　

退
任
役
員
議
員
表
彰
者
名
（
敬
称
略
）

・
㈱
大
榮
車
両　
　
　
　
　
　
　
　

  

志
村　

征
一

・
リ
カ
ー
ラ
ン
ド
ア
オ
ヤ
ギ　
（
故
）
青
柳　

榮
六

・
㈲
吉
野
商
店　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉
野　

高
弘

　

通
常
の
講
習
に
加
え
、
集
中
学
習

を
し
た
い
方
や
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
だ
け
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
教

え
て
も
ら
え
る
「
フ
リ
ー
タ
イ
ム
講

習
」、時
間
が
な
い
方
の
た
め
の
「
出

張
講
習
」、
ま
た
、
未
経
験
の
方
に

は
、
安
心
し
て
受
講
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
月
に
一
度
「
無
料
体
験
セ

ミ
ナ
ー
」
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
下
さ
い
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
講
習
で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
！

　

IT
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
（
４
月
〜
６
月
分
）

会議所ってこんなことしてるんです。
会員になると以下のことが利用・活用できます！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■金融のご相談
　運転資金、お店の改装等金融のご相談が
　できます。
■施設を利用できます
　会議室、研究室を低料金で利用できます。
■信用力アップ
　当会議所名簿に掲載されることで、各方
　面から信頼度アップ。
■経営のお手伝い
　経理・事務・金融・労務の相談をは
　じめとする、経営全般のお手伝いを
　しています。
■福利厚生サービス
　役員・従業員向け各種共済制度を提
　供しています。

▲経理担当者に人気の弥生会計セミナー

▲就任挨拶をする白鳥氏（上）、高橋氏（下）



商 工 習 志 野 第２０５号（２）平成１６年４月１０日発行

新執行部が今年度事業の
抱負を語る
～新体制がスタート～

　

日
頃
、
会
員
の
皆
様
に
は
当
所

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
議
員
総
会
で
、

白
鳥
・
高
橋
両
氏
に
新
副
会
頭
に

ご
就
任
頂
き
、
鈴
木
副
会
頭
と
も

ど
も
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
岡
田
専
務

理
事
を
加
え
、
執
行
部
が
固
ま
り

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

か
ら
会
員
事
業
所
が
望
ん
で
い
る

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な

事
業
と
、
長
期
的
展
望
の
も
と
実

　

３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
34
回
通
常
議
員
総
会
で
、
副
会
頭

２
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
執
行
部
の
も
と
、
平
成
16
年
度
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
は
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
白

鳥
・
高
橋
両
副
会
頭
を
交
え
た
役
員
の
方
々
に
、
今
後
の
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
16
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

施
し
い
く
事
業
と
の
両
面
か
ら
産

業
振
興
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

習
志
野
市
制
50
周
年
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
商
工
会
議
所
な
り
に
50

周
年
を
契
機
に
、
活
性
化
に
つ
な

が
る
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
を
行

っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

志
村
前
会
頭
退
任
後
は
、
白
井

会
頭
と
二
人
で
、
会
議
所
運
営
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
白

鳥
・
高
橋
両
氏
に
新
副
会
頭
と
し

て
ご
就
任
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。

大
企
業
で
は
多
少
の
景
気
回
復
感

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
日
本
経
済

の
基
盤
を
支
え
る
中
小
企
業
の
景

況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
我
々
の
商

工
会
議
所
が
景
気
回
復
の
起
爆
剤

と
な
れ
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
議
員
総
会
に
お
い
て

副
会
頭
を
拝
命
し
ま
し
た
白
鳥
で

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
・
議
員
の
皆

様
方
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
会
頭

を
補
佐
し
、
ま
た
、
行
政
と
の
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
習
志
野
市

商
工
業
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

た
ら
な
い
面
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
じ
く
、
こ
の
度
の
議
員
総
会

に
お
い
て
副
会
頭
を
拝
命
し
ま
し

た
高
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
非
才
な

私
に
副
会
頭
の
重
責
は
難
し
い
と

は
思
い
ま
し
た
が
、
お
引
き
受
け

し
た
以
上
は
、
一
所
懸
命
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。
白
井
会
頭
、
鈴
木

副
会
頭
、
そ
の
他
多
く
の
皆
様
か

ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

習
志
野
市
商
工
業
の
発
展
の
た
め

全
力
で
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
議
員
総
会
に
お
き

ま
し
て
専
務
理
事
に
選
任
い
た
だ

き
、
４
月
１
日
付
け
で
着
任
し
ま

し
た
岡
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
新
会

館
を
拠
点
に
白
井
会
頭
の
も
と
事

務
局
職
員
と
共
に
、地
元
商
工
業
・

産
業
の
振
興
と
、
経
営
安
定
の
た

め
の
調
査
や
研
究
、情
報
の
収
集
・

提
供
等
を
行
い
、
会
員
相
互
の
拠

り
所
と
し
て
、
相
談
、
福
利
厚
生

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
付
け
を

も
っ
て
専
務
理
事
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
平
成
13
年
４
月

に
就
任
以
来
ち
ょ
う
ど
３
年
間
在

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
職

場
を
最
後
に
43
年
間
の
勤
め
を
引

退
し
ま
す
。
最
後
の
３
年
間
を
、
こ

の
元
気
あ
る
習
志
野
商
工
会
議
所

の
専
務
理
事
と
い
う
名
誉
あ
る
地

位
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
所
で
の
最
初
の
仕
事
が
こ

の
会
館
建
設
事
業
で
、白
井
会
頭
、

志
村
前
会
頭
を
は
じ
め
多
く
の
役

員
・
議
員
・
会
員
の
方
々
の
暖
か

い
ご
指
導
、
ご
厚
情
の
も
と
、
こ

の
よ
う
な
立
派
な
会
館
が
無
事
竣

工
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
社
会
の
伸
展
に

い
さ
さ
か
な
り
と
貢
献
で
き
ま
す

よ
う
心
掛
け
て
ま
い
る
所
存
で
お

り
ま
す
の
で
、
在
任
中
と
か
わ
ら
ぬ

ご
交
誼
を
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
ご
挨
拶　
　
　
　
　
前
専
務
理
事　

水
野　

厚

鈴木 喜代秋 副会頭
（朝日新聞習志野販売㈱ 代表取締役）

白井 保彦 会頭
（白井建設㈱ 代表取締役）

白鳥 豊 副会頭
（白鳥製薬㈱ 取締役社長）

高橋 賢 副会頭
（三興ベンディング㈱ 代表取締役）

岡田 正隆
専務理事

中央

 白井 保彦 会頭
  白井建設（株） 代表取締役

     平成 ８ 年 3 月 習志野商工会議所 副会頭就任

     平成 15 年６月 習志野商工会議所 会頭就任

左から 2番目

 鈴木喜代秋 副会頭
  朝日新聞 習志野販売（株） 代表取締役

     平成 ６ 年 7 月 習志野商工会議所サービス業部会長就任

     平成 13 年11月 習志野商工会議所副会頭就任

右から 2番目

 白鳥 豊 副会頭
  白鳥製薬（株） 取締役社長

     平成 13 年６月 習志野市工業地域団体連合会長就任

     平成 14 年４月 習志野商工会議所情報戦術委員長就任

     平成 16 年 3 月 習志野商工会議所副会頭就任

左端

 高橋 賢 副会頭
  三興ベンディング（株） 代表取締役

     平成 ９ 年10月 習志野商工会議所商業部会長就任

     平成 12 年 5 月 習志野市商店会連合会長就任

     平成 16 年 3 月 習志野商工会議所副会頭就任

右端

 岡田 正隆 専務理事
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会員のみなさまへ
新しい会館を拠点として、習志野市
の商工業、産業の振興と会員企業の
みなさまの経営の発展に役立つ商工
会議所を目指します。

専 務 理 事

岡 田 　 正 隆

①昭和 59年６月
②石川県七尾市
③事務局の統括及び事務全般の
掌理

④役員・事務局とも新たな体制
の下、心機一転して地域振興・
経営支援に取り組みます。楽
しい活動もたくさん実施して
いますので、気軽にご参加く
ださい。

事務局長

山田　宏

①昭和 54年６月
②神奈川県横浜市
③議員総会、常議員会、代
表者連絡会議、経営戦術
委員会、新規事業立案、
事業計画・予算立案
④皆様方の事業をサポー
トするための商工会議
所基盤をしっかり固め
ていきたいと思います。

経営室長

山本　正博

①昭和 51年 9月
②千葉県佐原市
③会館の運営、団体受託
事務、小規模事業振興
委員会
④会議や研修その他開催
の際は、ぜひ会館をご
利用ください。

事務受託機構・事務長

伊能　幹郎

①昭和 60年 1月
②山口県宇部市
③商業部会、商店会、街づく
り戦術委員会、会員サービ
ス事業、共済事業、マスタ
ーズゴルフ、市民まつり 他
④小売店、飲食店、サービス
業の皆さま、経営のことな
らなんなりとご相談くださ
い。すぐに駆けつけます。

道場　茂

①昭和 59年 7月
②東京都葛飾区
③支援室統括、相談業務
全般、企業戦術委員会
④悩み事は一人で悩まず
いっしょに悩みましょ
う。お気軽にご相談く
ださい。

支援室長

野手　利浩

①平成 5年 11月
②東京都荒川区
③創業支援事業、情報戦
術委員会、建設業部会、
相談業務全般、会報
④経営に役立つ情報を皆
さんにお知らせしてい
きたいと思います。

岡畑　和弘

①平成 6年 3月
②東京都江東区
③サービス業部会、労務関
係（労働保険、求人開拓
推進）、相談業務全般
④忙しい事業主の皆さま
に代り、労働保険事務
手続きの代行を行って
います。ぜひご利用く
ださい。

山野井　武

①平成元年３月
②東京都葛飾区
③会計全般、会費事務、
補助金、従業員表彰
④会員の皆様のお役に立て
るようにがんばります。

財務管理担当

橋本　智子 ①平成 3年 10月
②熊本県熊本市
③検定、メロディ基金サ
ポート倶楽部　他
④会員の皆様の満足度の
向上に努めます。

準職員（嘱託）

伊藤　富士子

①平成 12年 10月
②千葉県習志野市
③共済事務
④いつも心に太陽をもっ
て皆さまのお役に立て
るよう努力します。

準職員

鈴木　由起

①平成 11年 4月
②千葉県習志野市
③工業部会、物づくり戦術
委員会、相談業務全般
④平成16年度は、市内大学
との密接な連携が図れる
ような事業を展開してい
きたいと思います。

物づくりPリーダー

齊藤　弘昭

①平成 13年 4月
②千葉県習志野市
③環境・福祉対策事業、
女性会、会報

④今年もがんばります。
よろしくお願いします。

物づくりPスタッフ

原田　真一郎

①平成 16年 4月
②兵庫県神戸市
③記帳指導
④皆様のお役に立てるよ
う一生懸命がんばりま
す。よろしくお願いし
ます。

準職員（記帳指導員）

堀　万有光

①平成 14年 10月
②愛知県岡崎市
③事務補助
④よろしくお願いします。

準職員

木下 由喜絵

①平成 14年 10月
②山形県酒田市
③事務補助
④よろしくお願いします。

準職員

秋沢  美穂

①平成 16年 4月
②兵庫県加古川市
③事務補助
④よろしくお願いします。

準職員

関野　和美

①平成 16年 4月
③求人開拓事業
④よろしくお願いします。

準職員（求人開拓推進員）

前田　瑞穂

経営室 中小企業支援室

会議所所員プロフィール
①入所年月日  ②出身地  ③主な担当業務  ④会員さんへ一言
　　※P＝プロジェクトリーダーの略

街づくりP兼会員サービス
Pリーダー

準 職 員

山本　千草

①平成 14年 4月
②千葉県柏市
③会計補助
④よろしくお願いします。

情報P兼創業支援
Pリーダー 労務 Pリーダー

習志野商工会議所事務局組織
真の商品は「信頼」です
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修
理
を
営
ん
で
い
る
事
業
者
及
び

原
材
料
を
扱
う
事
業
者
。
な
お
、

個
人
事
業
者
は
本
市
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

②
申
込
期
間
：
４
月
１
日
㈭
〜
４

月
30
日
㈮
土
・
日
・
祝
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

③
申
込
場
所
：
習
志
野
市
役
所

商
工
振
興
課
へ
直
接
ま
た
は
電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
で
。

④
修
繕
例
：
網
戸
補
修
、た
た
み
、

ペ
ン
キ
な
ど
の
塗
装
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
補
修
、
配
管
の
修
理
、
ベ
ン

チ
の
修
理
、
遊
具
補
修
、
砂
場
の

　

習
志
野
市
で
は
、
最
近
の
厳
し

い
経
済
情
勢
の
も
と
、
市
内
の
営

繕
・
修
理
関
係
を
中
心
と
す
る
小

規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
経
営
支

援
の
一
助
と
す
る
た
め
、
14
・
15

年
度
に
引
き
続
い
て
次
の
と
お
り

修
繕
等
を
緊
急
的
発
注
し
ま
す
。

（
＊
14
・
15
年
度
に
登
録
さ
れ
た

事
業
者
は
継
続
登
録
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
た
な
登
録
は
不
要
で
す
）

 

★
受
注
希
望
者
登
録
及
び
発
注

①
対
象
業
者
：
市
へ
の
業
者
登
録

の
有
無
を
問
わ
ず
、市
内
で
営
繕
・

砂
の
補
充
、
営
繕
用
木
材
購
入
な

ど
、
施
設
に
よ
り
発
注
内
容
は
異

な
り
ま
す
。

⑤
発
注
者
：
各
所
管
課
長
も
し
く

は
各
対
象
施
設
長

⑥
発
注
開
始
：
５
月
６
日
㈭
か
ら

⑦
発
注
内
容
：
小
規
模
修
繕
等
、

原
材
料
購
入

⑧
発
注
方
法
：
対
象
施
設
の
近
く

の
事
業
者
を
優
先
し
て
発
注
し
ま

す
。

 

★
問
合
せ

受
注
希
望
者
登
録
：
商
工
振
興

課
☎
４
５
１-

１
１
５
１
（
内

線
３
７
６
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
５
３-

５
５
７
８
）
各
所
管
課

発
注
に
つ
い
て
：
各
所
管
課

～短期集中合格講座のご案内～
福祉住環境コーディネーター検定 2級
　福祉住環境コーディネーターとは、福祉・建築・医療などに関する
幅広い知識を持ち、高齢者や障害者をはじめとしたあらゆる人に対し
て住みやすい住環境を提案するアドバイザーです。本セミナーでは、
テキストに沿ってポイントを解説しながら、今年７月実施の 2級検定
試験合格を目指し学習する短期間集中型セミナーです。独学では不安
な方、試験前に自身をつけたい方など、是非この機会に受講下さい。
回数 日　時 内　容

１ 5月 22 日㈯

各日
 9：30
    ～ 16：30

第１章
　福祉住環境整備の意義と
　福祉住環境コーディーネ－ターの役割
第４章
　福祉用具に関する性能と活用方法

２ 5月 30 日㈰
第２章
　高齢者や障害者の特性および
　疾患別住環境整備の考え方

３ 6月 6日㈰

第３章
福祉住環境整備の基本技術および
　実践に伴う知識
資料編
　福祉住環境コーディネート事例集

会　場  :  習志野商工会議所
定　員  :  30 名（先着振込み順）
受講料  :  一般 25,000 円、会員 20,000 円（テキスト代、税込）
講　師  :  ワム㈱　取締役　栗林智恵 氏
対　象  :  福祉住環境コーディネーター２級の短期合格を目指している方
申込み  :  FAXか電話でお申込みください
　　　　　☎ 047（452）6700　FAX　047（452）6744
★テキストに沿って重要ポイントを解説しながら７月の２級検定試験
　を目指します　
★短期間で効率的な学習をするので仕事をしながらでも十分に合格できます

主　催  :  習志野商工会議所

緊
急
地
域
経
済
対
策
事
業
（
建
設
業
）

　

習
志
野
市
で
は
『
受
注
希
望
者
登
録
名
簿
』
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
希
望
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

平成 16 年度小規模企業共済契約者貸付けの創設内容について
　昨年度の通常国会において、小規模企業共済法の改正が行われ、その長期的安定性の確保の
ため共済金等の額の変更等が行われ、下記の通り新規貸付制度の創設が行われました。（平成
16 年４月１日から開始）

項　　目 制度の内容

①内容
　経済環境の変化等に起因した一時的な業況悪化により、資金繰りに著
しい支障をきたしている共済契約者の経営の安定を図るために必要な事
業資金を貸付ける貸付制度

②貸付対象者

　一般貸付の借入資格を備えており、かつ、次のイ又はロに該当する者
とする。

イ．最近３月間又は６月間の売上高が前年同期に比して５％以上減
　　少しており、かつ、今後も減少を見込まれること。
ロ . 最近３月間又は６月間の売上高が２年前又は３年前の同期に比
　　して５％以上減少しており、かつ、前年同期に比して減少して
　　おり、かつ、今後も減少が見込まれること。

③貸付限度額及び貸付金額

　一般貸付の例により、掛金納付期間に応じて定める割合を乗じて得た
合計額（掛金の範囲内）と 1000 万円とのいずれか低いほうの金額から既
往の貸付金のうち償還されていないものの額を控除した額の範囲内にお
いて５０万円以上で５万円の倍数となる額とする。

④貸付金の使途 事業資金
⑤貸付利率 金利情勢をふまえて設定した利率を適用します。( 適用利率で固定 )

⑥貸付期間及び償還方法

イ．50 万円以上 500 万円以下
　　36 月の６ケ月毎の元金均等割賦償還
ロ．505 万円以上 1000 万円以下
　　60 月の６ケ月毎の元金均等割賦償還

⑦利子支払い方法 貸付時及び元金償還時に６月分前払い
⑧延滞利子 年 14.6％
⑨担保、保証人 不要

⑩申込み受付期間
　売上高が減少した最近 3月間又は 6月間として算定された翌月から 3
月とする。

⑪取扱金融機関
　取扱金融機関（借入窓口）は、商工組合中央金庫の本店又は支店のみ。
ただし、借入申込み手続きについては事業団への郵送による直接申込み
も出来ることとする。

青年部だより
時代の流れを読み取る！経済セミナーを開催します。
日　時
平成 16 年５月 27 日㈭
　午後6時開演～午後7時（開場午後5時30分）
場　所
習志野商工会議所 4F大会議室
　※車でのご来場はご遠慮ください

テーマ
「株式市場から読む今後の日本経済」
講　師
㈱日本経済新聞社
　東京本社編集局証券部長
 　近藤 勝義（コンドウカツヨシ） 氏

【略　歴】
早稲田大学政経学部卒業
昭和 54 年、日本経済新聞社入社。
産業、証券、国際記者を歴任。平成 14 年に編集局流
通経済部部長。平成 16 年 3月より編集局証券部長

参加料・定員
無料・100 名（先着順）
申込・問合せ
習志野商工会議所　伊能・原田まで
　☎ 047-452-6700　FAX 047-452-6744
　メール harada@narashino-cci.or.jp

会議室使用料（昼間利用の場合）
区分 大会議室 中会議室 研修室 特別会議室 ITルーム
会員 6,000 円 2,000 円 800 円 5,000 円 1,600 円
一般 7,800 円 2,600 円 1,000 円 6,500 円 2,000 円

備品使用料（消耗品実費）
区　分 金額（１台１h） 区　分 金額（１台１h）

パソコン 100 円 放送設備 1,000 円
マルチメディアクロジェクター 1,000 円 ホワイトボード 1,000 円

問合せ
習志野商工会議所経営室

☎（452）6700

商工会議所会議室使用料のご案内

申込方法等
使用可能時間
　午前９時～午後 10 時
休 館 日
　年末年始
申込方法
　所定の申請書を提出
（使用の６ヵ月前から受付）
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私
た
ち
の
社
会
で
、「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
久
し
い
。
こ
の
意
味
は
、
障
害

者
・
高
齢
者
が
社
会
生
活
を
し
て
い

く
上
で
、
妨
げ
と
な
る
ハ
ー
ド
面
の

障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
だ
が
、
周
囲

の
人
の
理
解
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
ソ
フ

ト
面
も
あ
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
始
め
て
い

る
。

　

昨
年
11
月
、
熊
本
県
内
の
ホ
テ
ル

で
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
宿
泊
を
拒

否
し
た
問
題
が
あ
り
、
こ
の
ホ
テ
ル

が
２
月
中
旬
に
「
最
大
の
謝
罪
」
と

し
て
廃
業
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

し
か
し
、
療
養
者
や
社
会
が
望
む
最

大
の
謝
罪
は
、
宿
泊
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。　

　

そ
の
後
、
療
養
者
が
生
活
す
る
菊

池
恵
楓
園
に
は
、「
職
を
失
っ
た
従

業
員
の
生
活
を
ど
う
す
る
の
か
」「
金

が
目
当
て
か
」
と
い
っ
た
匿
名
の
心

無
い
中
傷
が
相
次
ぎ
、
傷
口
に
塩
を

塗
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
岡
山
県
内
の
温

泉
旅
館
で
も
、
盲
ろ
う
者
団
体
の
宿

泊
拒
否
が
あ
り
、
岡
山
市
が
指
導
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
介
助
者
が
付
く

こ
と
を
知
り
、
旅
館
は
宿
泊
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
事
故

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
一
切
の

責
任
を
旅
館
側
に
問
わ
な
い
」
こ
と

を
確
約
さ
せ
る
「
一
筆
」
を
求
め
て

き
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
根
強
く
残

る
偏
見
や
差
別
、
無
理
解
、
責
任
を

問
わ
れ
た
く
な
い
「
事
な
か
れ
主
義
」

が
あ
る
。

　
「
旅
館
業
法
」
で
は
「
宿
泊
客
が

伝
染
性
の
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
と

明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と
き
以
外
は
、

宿
泊
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
な

っ
て
お
り
、
当
然
、
ハ
ン
セ
ン
病
は

こ
の
伝
染
病
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
知
識
が

な
い
」「
障
害
者
だ
か
ら
事
故
が
起

こ
る
危
険
性
が
大
き
い
」
と
い
っ
た

不
安
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
宿
泊
を
希

望
す
る
側
と
話
し
合
い
、
ど
う
い
う

対
応
や
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
の

か
、
と
い
っ
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中小企業・時代を読み解くキーワード
（新シリーズ）
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㈫

13
日
㈭
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日
㈭

18
日
㈫
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日
㈬

20
日
㈭
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日
㈫
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㈭
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ー

（
10
時
〜　
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）
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会
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19
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〜　
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ー
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９
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時
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Ｔ
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27
日
㈫
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日
㈫
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日
㈬

10
日
㈪

11
日
㈫

■南房総丸山町  
ホテル ローズマリーしおさい
習志野市制 50周年プレミアム
団体宿泊プラン (20 名様以上 )
お一人様 (一泊二食付 )税別　8,000 円
期間　平成 16年 12月 24日迄
　　　特別日 ( 春休み、GW、夏季 ) は
　　　除きます
　※ 土曜、休日前はプラス 2,300 円
　※ 20 名以上でお申し込みください
　※ 客室は定員 (1 室４～ 5名 ) です
問　☎ 0470 － 46 － 3311

■平成 16年度「研究開発助成金」の募
集について
㈶中小企業ベンチャー振興基金（略称
　ニューテック）が、平成 16年度の「試
作品開発助成金」の募集を行います。（総
額 4,000 万円程度）
受付期間
 平成 16 年 4月 20日㈫～ 6月 30日㈬
対象　先端的または独創的技術・ノウハ
ウの取得・開発を指向し、科学技術に関
する応用研究または新技術、新製品等の
開発のための試験研究を行う中小企業 (
原則として、創業 10 年以内、または新

中　

旬

下　

旬

５　

月
４月

～

５月

イイイイインフォ ヨ
ンメ

ー
シ

事 業 所 名 代 表 者 所 在 地 業　　種 紹介者

1 三 橋　 宏 東京都世田谷区代田   2-12-9 経営コンサルタント 事務局

2 ㈲ワイズカンパニー 山 本 淳 実 鷺沼 4-13-46 飲食店 事務局

3 ㈱武幸工業 鎌 田 勇 幸 東京都江戸川区 上篠崎 2-12-2 金属雑貨製造販売及び付帯事業 東和製缶㈱様

4 ㈲ケイエス 赤 井 嘉 晴 東京都中央区八丁堀 3-25-8 カードロック・金庫等販売 事務局

5 ㈲スプリング . オフィス . エム 松 屋 光 代 鷺沼台 4-3-22 コンサルタント・人材派遣 事務局

6 センチュリオン㈱ 後 藤 隆 之 谷津 4-8-7-104 リサイクル業 事務局

7 スーパー谷津市場 小 林   清 谷津 5-4-13 食品スーパー ダンデイエンタープライズ㈲様

8 ㈲アルス工房 沖 田 寛 己 津田沼 1-5-5-409 出版業 事務局

9 ㈲ジン工房 仁 平   勝 東習志野 6-1-7 建築設計ソフトウェア製作販売 事務局

10 ㈱リクルートコスモス千葉支社 桑原伸一郎 市川市南八幡 4-17-8 不動産販売、仲介 白井建設㈱様

11 ヒューマン社会保険労務士事務所 播 本 裕 晃 鷺沼台 3-21-5 書類作成・手続 事務局

12 シルバー・セーフティー 東習志野店 小 澤 重 史 東習志野 7-3-1 福祉用具の販売・レンタル 事務局

13 柴田珠算教場 柴 田 篤 子 佐倉市新臼井田 20-3 珠算教室 事務局

14 ㈱トラベル・グリーン 秋 山 格 男 大久保 1-27-8 旅行業・運転代行業・その他 松樹印刷㈲様

15 すずき矯正歯科 鈴 木 敏 正 津田沼 1-10-48 藍亭ビル 3F 歯科 事務局

16 山形屋商事㈱   ホテルスプリングス幕張 佐藤フジエ 千葉市美浜区ひび野 1-11 ホテル業 事務局

17 伊 東 直 子 津田沼 2-6-10-304 英語教育 事務局

18 ㈲アール・ビー 西 田 禮 子 津田沼 2-12-10 コンビニエンスストア 事務局

19 リバティ航空株式会社 習志野営業所 深 見 浩 司 実籾 1-16-1-218 草刈等業務一般 事務局

20 日産カレスト幕張㈱ 北 洞 幸 雄 芝園 1-2-1 自動車販売 事務局

21 勝自動車販売 永 田   清 藤崎 1-10-11 自動車販売・整備 事務局

22 イエロートレイン 小 竹 治 夫 谷津 1-17-7 鉄道模型製造販売 事務局

23 栗原医院 栗 原 伸 夫 本大久保 3-11-13 内科医 スパックスヘルスプラン研究所様

24 ㈱光洋製作所 小 泉 正 明 茜浜 1-8-5 金属加工業 事務局

25 コクヨ東京販売㈱千葉支店 森 田   洋 千葉市中央区弁天 1-15-1 総合商社 ㈱ミツワ堂様

26 大和商事㈱ 大 城 正 一 津田沼 1-2-13 娯楽業 サービス業部会様

27 ユニバーサルコミュニケーション 江 原 恵 美 船橋市飯山満町 3-112-100-701 イタリア食品研修旅行の企画 事務局

28 実籾商店会連絡協議会 桜 井   慶 実籾 4-5-3 商業部会様

29 津田沼南口商店会 高 橋   賢 谷津1-13-18  あづま屋電気㈱内 三興ベンディング㈱様

30 ミーティングビジネスマネジメント㈱ 井 上 史 郎 茜浜 2-3-2 研修施設の運営 千葉銀行津田沼支店様

31 エスコジャパン㈱ 松 本 孝 幸 千代田区隼町 2-19
ジョワレ半蔵門 7階

コスト削減コンサル
ティング 昭栄精機工業㈱様

32 実籾稲荷通り商店会 別 井   修 実籾 5-2 商業部会様

33 まさき歯科医院 藪 下  雅 樹 本大久保 1-15-15 歯科医師 商業部会様

34 ニューラーメンショップ嵐 相 澤   裕 鷺沼 1-6-7 飲食業 事務局

35 習志野郵便局 辻   忠 俊 津田沼 2-5-1 郵便局 建設業部会様

36 青葉幼稚園 藤 本 澄 子 津田沼 3-17-18 幼稚園経営 事務局

37 たんぽぽカフェ 阿部新太郎 津田沼 4-1-24 飲食店 事務局

38 津田沼一丁目商店会 細 渕 一 男 津田沼 1-5-2 商業部会様

39 健康麻将ひろ場 遠 藤 文 代 大久保 1-25-17　小山ビル 2Ｆ 麻雀業 振興委員様

40 ㈲新城建設 遠 藤 寿 幸 実籾 3-36-18 建設工事 京葉銀行実籾支店様

41 矢部電気工業㈱ 矢 部 幸 雄 本大久保 4-19-8 ㈲和商店様

42 ㈱カントリー 國 上 鉄 雄 津田沼 3-16-12 貸倉庫業 京葉銀行藤崎支店様

43 村 松 書 江 大久保 3-13-4-1301 フリーペーパー 青年部様

44 ㈲アルファーハウジング 米 井 真 一 実籾 5-9-29 七条ビル 不動産売買仲介 京葉銀行実籾支店様

45 ㈲ティー・ワイ急行 横 井 隆 久 谷津 3-29-11-202 運送業 事務局

46
( 医 ) 社団愛友会
介護老人保健施設ケアーセンター習志野

荒 井　 清 秋津 3-5-2 介護老人保健施設 工業部会様

47 京葉フォークリフト㈲ 小 林 通 成 実籾 5-15-4 産業車両販売 工業部会様

新しく会員になりました ＜平成15年11月26日～平成16年3月25日＞

会
議
・
事
業
予
定

事業進出後 10年以内の中小企業で、且つ
資本金 3億円以下の未公開企業 ) または、
個人の研究者であって、その研究開発成
果をベースに新たな製品開発に際しての
試作品の製作を行おうとする具体的な計
画を有していること。
助成金の使途　新技術、独自のノウハ
ウによる製品開発（製品と一体のソフ
トウェアの開発を含む）に際しての試
作品開発のために要する資金で、例え
ば設計費、設備費、原材料費、外注費
などです。社内人件費に関しては、原
則として費用と認めません。
助成金の額　上限は 500 万円。ただ
し試作品開発に要する費用の総額は
1,500 万円以内。
問　㈶中小企業ベンチャー振興基金
☎ 03-5466-2109
ホームページ
http://www.newtec.or.jp/
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会員紹介No.181

あの店 この工場
イカリ消毒㈱（エンジニアリングセンター）

住所：茜浜１－１２－３　☎４５１̶５０１１
営業時間：９: ００～１７: ３０
定休日：土日・祝祭日
ホームページ：http://www.ikari.co.jp/
【概要】防鼠・防虫、殺菌、防臭、洗浄等を中心とした環境保健衛生の品質向上に
関するサービスや、環境機器及び薬剤の製造・販売を行う同社。
環境に関する幅広い知識が必要と認め、社員育成の資格取得の支援や褒章をする「社
員職能資格制度」を導入している。
【特色】黒澤真次社長は日本一の資格王として現在までに 78の国家資格・民間資格を取得し、幅広い知
識の必要性を自ら模範となって社員に示す。
同社は環境新技術No. １企業として社会から高く評価され、被害が発生してから駆除を行う事後処理型
のサービスを行うこれまでの害虫駆除に科学技術を導入した。
特許等工業所有権の出願件数では、比較的少ないとされる消毒業界でも国内外に５３１件を数え、代表的

な技術として虫を光で誘導して吸引する装置 ( 商品名：クリ
ン ECOライン )や鼠自動捕獲冷凍殺鼠装置 (商品名：Jライ
ン )などの最先端技術を有する。
　身近なところにもさまざまなところに使われるイカリの技
術。同社は清潔で安心できるゼロベース保障システムの提案
を目指しています。
※ 商品等に関するお問合せはイカリ消毒㈱に直接お問合せくだ
さい。
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居酒屋 ちくら
住所：茜浜２－１－１JR新習志野駅内（改札口正面）
☎４７０－７３７７
営業時間：11:30 ～ 14:00（ランチタイム）
　　　　　17:00 ～ 22:30
定休日：日・祭日
【概要】平成 10年 6月に水産品食品製造加工販売卸を行う千倉
町南部漁協販売株式会社の直営店としてオープン。
新習志野駅の構内にあり、最終電車を気にせずお酒や料理を楽
しめ、新鮮なお魚料理が人気のお店。

【特色】「地産地消」のもと地元房州産のお魚にこだわった手作り料理を提供する同店。
昼間は日替り定食を中心に約 30種類の定食メニューがあり、近隣の会社員の方々で賑わいます。
その中でも「お薦めお刺身定食 (850 円 )」はその季節ごとに旬の新鮮なお刺身が味わえると特に
人気があります。この季節は初がつおやあじ・いわしなどが食べごろとのことですので、ランチタ
イムにぜひともご賞味ください。
　また、夜は居酒屋として営業しており、市内の方々だけでなく、
京葉線沿線に住む方で途中下車をしてまで食べにくる方も多い
そうです。
「魚に関しては誰にも負けません」という料理長の砂山さん。取
れたてのようなこの新鮮さ、食べればわかります。
　本誌をご持参の方に夜間限定 (17:00 ～ 22:30) でお好きなお
つまみを一品サービスいたします。

広い店内は宴会席等を含め 70席

ランチ「お薦めお刺身定食」

主に食品工場を対象にヒットしている「スーパークリン
ECOライン」( 写真上 ) と「オプトクリンV」( 写真下 )

社長の黒澤真次氏

津田沼駅南口に
　　「音楽」のシンボルモニュメント
　習志野市の玄関である JR 津田沼駅南口ロータ
リーに、地域の経済活性化並びに活力と魅力ある街
づくり活動の一環として、津田沼南口商店会との協
同によりシンボルモニュメントを設置し、3月 24 日
㈬に完成祝賀会が行われました
　習志野文化ホールのパイプオルガンをモチーフに
作られたこのモニュメントは、地域商業者が中心と
なり市民及び来街者に「音楽」のイメージが持つ心
の豊かさを習志野市民及び津田沼南口のイメージと
して広く認識してもらうためのもので、千葉県と習
志野市の助成をうけて作られました。

ハートピア谷津歩道橋 開通記念祝賀会
　谷津ハートピア構想による街づくりの一環として
建設が進められてきた「ハートピア谷津歩道橋」が
完成し、３月 27 日（土）に開通記念祝賀会が南北
の商店街を中心に開催されました。
京成谷津駅周辺は、地形的な環境から国道 14 号
線を境として海側 ( 谷津 3 ･ 4 丁目 ) と山側 ( 谷津
5 ･ 6 丁目 ) に高低差が 10 メートルもあり、同じ町
内でありながら南北の往来に大きな支障をきたして
いました。
　このたび設置された遊歩道はエレベーター・エ
スカレーター・回廊通路を備えていて、高齢化社

会に対応し
た「バリア
フリー遊歩
道」として
地域住民の
みならず各
方面からの
注目を集め
ています。

▲除幕式を行う白井会頭（左）と荒木市長

▲新しく設置されたエレベーター（中央）と
　エスカレーター（右）


